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「この指とまれプロジェクト」
「まちのことをじっくり話して、しっかり決める仕組みづくり」

株式会社Liquitous



弊社概要
商号 株式会社Liquitous

設立 2020年（令和2年）2月25日

資本金 12,206,000円（資本準備金含）

本店登記地 〒244-0816
神奈川県横浜市戸塚区上倉田町2044番地29

実質的拠点 〒107-0062 
東京都港区南青山７丁目３−６ 南青山ＨＹビル 7F

代表者 代表取締役CEO 栗本 拓幸

事業内容

1. ソフトウェア等の開発・販売
2. テクノロジー・意思決定・⺠主主義などについての情報の収集・分析
3. テクノロジー・意思決定・⺠主主義などについての総合的な研究調査及び提案業務
4. 組織戦略の立案、組織革新、組織内システムの構築及び支援
5. 各種研修・セミナーの企画・コンサルティング及び運営
6. 前各号に附帯関連する一切の事業

参画組織

連盟組織
1. 新公益連盟（正会員）
2. 三菱総合研究所『未来共創イニシアティブ』(会員)

省庁・自治体のコンソーシアム
1. 鎌倉市『スマートシティ官民研究会』（一般会員）
2. 浜松市『デジタル・スマートシティ官民連携プラットフォーム』(一般会員)
3. 三島市『スマートシティ推進協議会』(会員)
4. 小田原市『デジタルイノベーション協議会』(会員)
5. 高松市『スマートシティたかまつ推進協議会』(会員)
6. 豊中市『公民学連携プラットフォーム』（会員）
7. 西条市『SDGs推進協議会』（SDGsパートナー）
8. 熊本市『スマートシティくまもと官民連携プラットフォーム』（パートナー会員）
9. 内閣府 『地方創生SDGs官民連携プラットフォーム』 （3号会員）
10. 名護市『名護スマートシティコンソーシアム』
11. 京都府『京都ビックデータ活用プラットフォーム』

ご連絡先 法人メール：office@liquitous.com
代表メール：kurimoto@liquitous.com 
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じっくり話してしっかり決める

オンラインの市民参加型合意形成
プラットフォーム

弊社が提供するオンラインプラットフォーム
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取り組みを進めている自治体等の一覧（令和3年度〜令和5年度）

自治体ロゴ

埼玉県横瀬町 高知県土佐町 東京都府中市 奈良県生駒市 宮城県富谷市 高知県日高村大阪府河内長野市 千葉県木更津市

神奈川県南足柄市 愛知県田原市 神奈川県鎌倉市 柏の葉スマートシティ 大阪府豊中市 千葉県柏市 神奈川県藤沢市
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滋賀県甲賀市 長崎県壱岐市

東京都狛江市石川県野々市市

福島県磐梯町

香川県観音寺市兵庫県高砂市
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香川県高松市 埼玉県三芳町

静岡県焼津市 東京都東村山市 東京都日野市 群馬県前橋市



•経費
原則として受け入れ地域が負担（ですが、実証等のご相談には柔軟に対応しております）

•概要
「まちのことをじっくり話して、しっかり決める仕組みづくり」
社会課題の解決を目指すとともに、地域の公共サービスの向上に資することを目的に、産学官民のさまざまな主体者の対話を促し、

共創しやすくなるために構築する、オンライン上の仕組みを構築する取組です。生活者などの地域社会を構成する多様なステークホル
ダーに向けて参加を呼びかけ、対話を促進していきます。また、弊社はオンラインプラットフォーム「Liqlid」の提供に加えて、オンラ
インを活用した対話やコミュニケーション手法のアドバイザリーを行います

• 実施場所
県内の任意の地域（行政界にとらわれず、エリアマネジメントや準公共の取り組み等での活用も可能）

②事業概要



弊社は、Liqlidを用いた「新しい市民参加プロセス」の創出に向けて

職員の皆様の「パートナー」として取組を進めます
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弊社の取り組み STEP１：準備ステップ

STEP2 STEP3STEP１：準備ステップ

ヒアリング 導入準備プラン検討

現状把握、課題、情報等のヒアリング

ヒアリング項目

①用途 ②スケジュール ③カスタマイズ ④その他

プラットフォームの具体的な活用方法や、
ワークショップ開催、広報戦略等、事業実
施に必要な関係性構築及び事業運営のすり
合わせ

協力覚書等を締結

運用開始に向けた準備

操作レクチャー会 カスタマイズ

テーマ設定 環境構築

運用開始 運用支援
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※ 運用開始まで最短で2週間程度で実施可能
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導入準備段階での具体的な支援イメージ（庁内説明会・コンサルティングなど）
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◯ 庁内説明会実施（全庁向けの認知度向上・理事者からのご理解の獲得）

取り組みの実施に際しては、庁内の各課職員、そして理事者からの理解を獲得することが必要
です。取り組み開始の前後で、職員/理事者向けの説明会の実施や、説明資料の作成配布など
を行います。また、Liqlidを用いた取り組みを全庁展開する際には、各課からの個別ヒアリン
グの実施なども併せて実施することで、円滑な取り組み開始を図ります。

• 庁内/理事者対象の取り組み説明会の企画・立案
• 庁内/理事者対象の取り組み説明会の実施
• 庁内/理事者対象の取り組み説明会の撮影・庁内環境で配信
• 庁内説明会実施時の告知フライヤー等の撮影

これまでの
実施事項
（代表例）

◯ コンサルティング（課題の要件定義、解決策の提案、参考/先進事例の敷衍）

Liqlidの導入運用を効果的の増大を目指し、庁内運用体制の検討、コンセプトメイキング、関
連して実施する施策案の検討などが必要となった際には、弊社が課題の要件定義、解決策の提
案などを通して、職員の皆さんの業務を支援します。
また、類似事例を進める自治体の事例共有や、国内外動向や補助金等のリサーチも行い、
Liqlidを活用する事業の離陸期の円滑な実行をパートナーとしてお支えします。

• ヒアリングシートに基づく個別ご意向のヒアリング、施策案ご提案
• 運用開始後の個別課題発生時の対応検討、施策案のご提案・実行
• 事業の進展にあたって必要な施策体系の提案・体系化
• 国内外事例調査・サマリーレポートのご共有
• 各種交付金等に関連する調査の実施

これまでの
実施事項
（代表例）
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弊社の取り組み STEP２：導入・運用ステップ

運用開始 定着化支援運用支援

導入後も安心してお使いいただけるよ
う、操作説明会のなどのトレーニング
を実施いたします。

オン・オフラインのワークショップ
の開催、広報・PR等の継続的なサ
ポートにより、プラットフォーム運
用の定着を支援いたします。

STEP１ STEP3STEP２：導入・運用ステップ

効果検証導入準備

＜運用開始後の流れ＞
アイデア募集を開始し、集められたアイデアをもとにプ
ロジェクト案を作成します。チャットや修正提案機能を
活用した議論を通じて案をブラッシュアップし、最終案
に対して投票を行います。
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導入運用段階での具体的な支援イメージ（広報PR支援・ワークショップ実施）
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◯ ワークショップ実施（対面・オンラインワークショップの企画実施）◯ 広報PR支援（PV作成、広告運用、オンライン配信）

弊社は、Liqlidというオンラインプラットフォームを提供こそしていますが、既存の対面/リア
ルタイムのワークショップの効果や意義を否定していません。むしろ、Liqlidとワークショッ
プを併用することで、より良い市民参加プロセスが生まれると考えます。
対面・オンラインの手法を問わず、リアルタイムで実施するワークショップについて、時には
ワークショップのツールとしてLiqlidを活用する手法も用いながら、企画・実施していきます。

Liqlidの導入運用にあたっては、市民の皆さんの参画を促すために、各種広報PRコンテンツの
作成・運用を行います。プロモーション動画については、企画・撮影・編集・公開/運用のフ
ローを一貫して、パネルディスカッション等のオンライン配信も内製しています。例えば無作
為抽出による招待の送付など、無作為性を重視して市民参加を促進するケースもあります。
併せて、社会的な認知度向上を図るために、例えば他自治体や国際社会に向けて発信する機会
なども積極的に創出します。

• 対面/リアルタイムのワークショップ企画立案
• 対面/リアルタイムのワークショップのファシリテーション実施
• 他事業者実施のワークショップにてLiqlid活用支援（総計策定等）
• 職員向けのハンズオン研修をかねた庁内ワークショップの企画実施
• ワークショップのアウトプットをLiqlidへ反映

これまでの
実施事項
（代表例）

• 事業のプロモーション動画の企画・撮影・編集・公開の内製
• パネルディスカッション等のオンライン配信の企画〜実行の内製
• SNS等各種媒体上でのターゲティング広告の運用・実施
• 無作為性を重視した市民の皆さんへのリーチ手法の提案・実施
• 海外視察団の招致、国際機関でのプレゼンテーション機会の提供等

これまでの
実施事項
（代表例）
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弊社の取り組み STEP３：効果検証ステップ

レポート発行効果検証

プラットフォームの参加者へのユーザーヒ
アリングを中心に、プラットフォームの参
加状況の分析や効果検証を実施します。

STEP１ STEP２ STEP３：効果検証ステップ

定着化支援運用支援 導入継続

実証実験終了後、最終的なヒアリングを
パートナーの皆様に実施したのちに事業の
報告書を作成・発行します
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③事業の期待する効果
Liqlid導入は手段：弊社が一緒に考え、実行することで、新しい仕組み、そして文化をつくる

Liqlidの
導入

既存の
政策形成過程で

活用

職員が学び合い
自律的に活用

取組自体を評価し
相対化する

市民の皆さんが
参画できる余白を

拡張する

自己効力感の回復
新しい市民参画へ

自治体職員が
成功体験を獲得

市民の皆さんが
成功体験を獲得

評価インディケーターの確立

自治体職員コミュニティ

まずは一緒に一歩踏み込む

継続性に繋がる”経験”

単年度から継続的な取組へ

政策形成への市民参加の推進 「一人ひとりの影響力が発揮できる社会」

実証期 導入期 仕組み化期 文化をつくる期



④対応するSDGs のゴール



④対応するSDGs のゴール：ご参考



自治体をはじめとした「地域/エリア」や準公共的なコミュニティ
• 受け入れ地域（市町村などの基礎自治体等）
• 地域の中でのコーディテーション組織（自治体の所管課・エリアマネジメント
組織など）

⑤連携を期待するリソース



任意のタイミングで実施が可能です。

⑥事業のスケジュール



「Liqlid」は、デジタルを活用することで、時間や場所などに制約が
あった、これまでの市民参画のやり方を補う仕組みです。また、オンラ
インプラットフォーム上でさまざまなテーマで意見を募集、一方通行で
ない参加者相互のやりとりも可能で、どのような声があるかを可視化で
きます。用意された原案に対する意見出しではなく、初期段階から意見
表明を可能とするのも特徴です。

地域での市民参画・協働についても、これまでの経験や良さを活かしな
がらも、時代に即した柔軟な参加・参画の実現に向けて歩みを進めるこ
とが大切だと考えています。ぜひデジタルツールを用いて、市民参画・
協働の深化に取り組みませんか？

⑦ネットワーク団体へのメッセージ


